
























しその替咳に接せられた藤城氏は、すでに愛知大学在職中の 1999年から 2002年にかけて、 8 国にわた
って「小岩井揮と人民戦線一一日本ファシズム論と人民戦総論をめぐって一一」（『愛知大学法経論集』
150、 151 、 152、 153、 154、 155, 156、 159号）という長大な論文を発表されてきた。また氏は、本プ








に関する、広中一成氏の実証的研究である。そしていま 1 つは、 1946年豊橋の軍事施設跡に愛知大学
が創立されるが、そのとき陸軍教導学校と予備士宮学校の施設がどのように愛知大学の施設に転用され
ていったかを明らかにした、佃隆一郎氏の論文である。
さらに本号は、 2009年 3 月 14 日におこなわれた大島隆雄の講漬「東亜同文書院大学から愛知大学へ
の発展ーーたんなる継承か、それとも質的発展か一一」と、その討論とを収録している。それは、愛知
大学が東亜同文書院大学のたんなる継続ではなくて、敗戦後の GHQ/CIE による教育民主化過程で、
国家主義を払拭して生まれた新しい質の大学であり、そしてそれゆえにこそ、東亜同文書院および同大
学の肯定的諸側面を継承できたという内容のものである。これは、最初に設定された「東E同文書院大
学から愛知大学への発展の理論的・実証的研究」における、講演者の過去 3 年聞の研究蓄積のいわば中
間報告である。
ii 
